
(57)【要約】

【目的】クリーニングブラシでより確実に洗浄すること

ができる内視鏡管路の接続部構造及び接続方法を得る。

【構成】挿入部と操作部内に挿入されている管路が、硬

質管路体と、この硬質管路体の端部外周に被着された軟

質管路とからなる内視鏡管路において、上記硬質管路体

の端部に、該端部と軟質管路内面との間の段差を小さく

する接着剤を充填する。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
挿 入 部 と 操 作 部 内 に 挿 入 さ れ て い る 管 路 が 、 硬 質 管 路 体 と 、 こ の 硬 質 管 路 体 の 端 部 外 周 に
被 着 さ れ た 軟 質 管 路 と か ら な る 内 視 鏡 管 路 に お い て 、
上 記 硬 質 管 路 体 の 端 部 に 、 該 端 部 と 軟 質 管 路 内 面 と の 間 の 段 差 を 小 さ く す る 接 着 剤 を 充 填
し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 管 路 の 接 続 部 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 管 路 の 接 続 部 構 造 に お い て 、 硬 質 管 路 体 は 金 属 製 で あ り 、 軟 質 管 路
体 は 合 成 樹 脂 チ ュ ー ブ で あ る 内 視 鏡 管 路 の 接 続 部 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
挿 入 部 と 操 作 部 内 に 挿 入 さ れ て い る 管 路 が 、 硬 質 管 路 体 と 、 こ の 硬 質 管 路 体 の 端 部 外 周 に
被 着 さ れ た 軟 質 管 路 と か ら な る 内 視 鏡 管 路 に お い て 、
上 記 軟 質 管 路 の 端 部 内 面 に 接 着 剤 を 塗 布 し た 後 、 該 軟 質 管 路 内 に 硬 質 管 路 体 を 挿 入 し て 接
着 さ せ 、 上 記 軟 質 管 路 内 に は み 出 し た 余 分 な 接 着 剤 を 研 磨 除 去 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視
鏡 管 路 の 接 続 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 内 視 鏡 管 路 の 接 続 方 法 に お い て 、 硬 質 管 路 体 は 金 属 製 で あ り 、 軟 質 管 路 体
は 合 成 樹 脂 チ ュ ー ブ で あ る 内 視 鏡 管 路 の 接 続 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 内 視 鏡 管 路 の 接 続 部 構 造 及 び 接 続 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 技 術 お よ び そ の 問 題 点 】
内 視 鏡 で は 、 挿 入 部 と 操 作 部 内 に 各 種 の 管 路 が 挿 通 さ れ て い る 。 代 表 的 に 処 置 具 挿 通 チ ャ
ン ネ ル は 、 そ の 両 端 部 が 操 作 部 と 挿 入 部 に 開 口 し て い る 。 こ の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル は 、
各 種 の 処 置 具 が 挿 通 さ れ 、 体 腔 内 の 体 液 や 汚 物 で 汚 染 さ れ る 。 こ の た め 、 使 用 後 は ク リ ー
ニ ン グ ブ ラ シ を 挿 通 し て 洗 浄 す る こ と が 不 可 欠 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
し か し な が ら 、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル を 含 む 管 路 は 、 硬 質 管 路 体 と 、 こ の 硬 質 管 路 体 の 端
部 外 周 に 被 着 さ れ た 軟 質 管 路 と か ら 構 成 さ れ て お り 、 こ の 被 着 部 に 僅 か な 段 差 が 生 じ る 。
こ の 段 差 に 入 り 込 ん だ 汚 物 を 除 去 す る に は 、 ク リ ー ニ ン グ ブ ラ シ を 何 度 も 挿 通 さ せ て 念 入
り に 洗 浄 す る 必 要 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 の 目 的 】
本 発 明 は 、 以 上 の 問 題 意 識 に 基 づ き 、 ク リ ー ニ ン グ ブ ラ シ で よ り 確 実 に 洗 浄 す る こ と が で
き る 内 視 鏡 管 路 の 接 続 部 構 造 及 び 接 続 方 法 を 得 る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 の 概 要 】
本 発 明 に よ る 内 視 鏡 管 路 の 接 続 部 構 造 は 、 挿 入 部 と 操 作 部 内 に 挿 入 さ れ て い る 管 路 が 、 硬
質 管 路 体 と 、 こ の 硬 質 管 路 体 の 端 部 外 周 に 被 着 さ れ た 軟 質 管 路 と か ら な る 内 視 鏡 管 路 に お
い て 、 上 記 硬 質 管 路 体 の 端 部 に 、 該 端 部 と 軟 質 管 路 内 面 と の 間 の 段 差 を 小 さ く す る 接 着 剤
を 充 填 し た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 構 成 に よ れ ば 、 硬 質 管 路 体 の 端 部 と 軟 質 管 路 内 面 と の 間 の 段 差 を 良 好 に 解 消 す る こ と
が で き 、 内 視 鏡 管 路 の ブ ラ ッ シ ン グ 洗 浄 を 容 易 に す る こ と が 可 能 で あ る 。 上 記 硬 質 管 路 体
は 金 属 製 と し 、 軟 質 管 路 体 は 合 成 樹 脂 チ ュ ー ブ と す る の が 実 際 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 管 路 の 接 続 方 法 は 、 挿 入 部 と 操 作 部 内 に 挿 入 さ れ て い る 管 路 が
、 硬 質 管 路 体 と 、 こ の 硬 質 管 路 体 の 端 部 外 周 に 被 着 さ れ た 軟 質 管 路 と か ら な る 内 視 鏡 管 路
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に お い て 、 上 記 軟 質 管 路 の 端 部 内 面 に 接 着 剤 を 塗 布 し た 後 、 該 軟 質 管 路 内 に 硬 質 管 路 体 を
挿 入 し て 接 着 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 形 態 】
図 １ は 、 内 視 鏡 １ ０ の 全 体 構 成 の 一 例 を 示 す も の で あ る 。 内 視 鏡 １ ０ は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ
れ る 挿 入 部 １ １ と 、 そ の 基 部 側 に 接 続 さ れ た 操 作 部 １ ２ と 、 操 作 部 １ ２ か ら 延 設 さ れ た ユ
ニ バ ー サ ル チ ュ ー ブ １ ３ と 、 ユ ニ バ ー サ ル チ ュ ー ブ １ ３ の 末 端 に 設 け た コ ネ ク タ 部 １ ４ と
を 有 し て お り 、 コ ネ ク タ 部 １ ４ を 介 し て 内 視 鏡 本 体 と は 別 体 の 図 示 し な い プ ロ セ ッ サ に 着
脱 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
挿 入 部 先 端 １ １ ａ に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 観 察 窓 １ ５ 、 照 明 窓 １ ６ 、 送 気 送 水 ノ ズ ル １ ７
及 び 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル 出 口 １ ８ が 配 置 さ れ て い る 。 観 察 窓 １ ５ の 後 方 に は 対 物 レ ン ズ
が 配 置 さ れ て お り 、 こ の 対 物 レ ン ズ に よ っ て 結 像 さ れ た 像 は Ｃ Ｃ Ｄ で 電 子 画 像 化 さ れ 、 内
視 鏡 １ ０ と は 別 体 の プ ロ セ ッ サ を 介 し Ｔ Ｖ モ ニ タ 上 で 観 察 す る こ と が で き る 。 ま た 照 明 窓
１ ６ に は 照 明 用 レ ン ズ が 配 置 さ れ て お り 、 こ の 照 明 用 レ ン ズ に は ラ イ ト ガ イ ド を 介 し て プ
ロ セ ッ サ 内 の 光 源 か ら の 照 明 光 が 与 え ら れ る 。 送 気 送 水 ノ ズ ル １ ７ は 観 察 窓 １ ５ の 洗 浄 用
ノ ズ ル で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
挿 入 部 １ １ と 操 作 部 １ ２ の 間 に 位 置 す る 連 結 部 １ ９ に は 、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル 出 口 １ ８
に 連 通 す る 入 口 を 挿 設 （ ま た は 収 納 ） す る 処 置 具 挿 入 口 突 起 ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。 図 ３
に 示 さ れ る よ う に 処 置 具 挿 入 口 突 起 ２ ０ は 、 連 結 部 １ ９ か ら 斜 め 外 方 に 向 け て 突 設 さ れ た
中 空 筒 状 部 で あ り 、 こ の 中 空 内 部 に は 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル ２ １ の 入 口 側 端 部 が 連 通 し て
い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル ２ １ は 、 金 属 製 の 硬 質 管 路 体 ２ ２ と 、 例 え ば フ ッ 素 樹 脂 等 の 合 成 樹
脂 材 料 に よ り 形 成 さ れ た 軟 質 管 路 ２ ３ と か ら な る 。 硬 質 管 路 体 ２ ２ は 、 処 置 具 挿 入 口 突 起
２ ０ か ら 外 方 へ 突 出 さ れ た 入 口 側 端 部 ２ ２ ａ と 、 対 向 す る ２ つ の 接 続 端 部 （ 第 １ 、 第 ２ 接
続 端 部 ） ２ ２ ｂ 、 ２ ２ ｃ と を 有 し 、 第 １ 接 続 端 部 ２ ２ ｂ の 外 周 に は 上 記 軟 質 管 路 ２ ３ が チ
ュ ー ブ 止 め ２ ４ を 介 し て 被 着 さ れ て い る 。 軟 質 管 路 ２ ３ は 、 そ の 出 口 側 端 部 が 処 置 具 挿 通
チ ャ ン ネ ル 出 口 １ ８ と 連 通 し て い て 、 硬 質 管 路 体 ２ ２ の 入 口 側 端 部 ２ ２ ａ か ら 挿 入 し た 処
置 具 を 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル 出 口 １ ８ か ら 延 出 さ せ る 。 以 上 の 第 １ 接 続 端 部 ２ ２ ｂ と 軟 質
管 路 ２ ３ の 内 面 と の 間 に は 、 段 差 が 生 じ な い よ う に 接 着 剤 （ シ ー リ ン グ 剤 ） ４ ０ が 充 填 さ
れ て い て 、 こ の 接 着 剤 ４ ０ に よ り 硬 質 管 路 体 ２ ２ と 軟 質 管 路 ２ ３ と を 滑 ら か に 接 続 す る こ
と が で き る 。 図 ４ に 、 第 １ 接 続 端 部 ２ ２ ｂ と 軟 質 管 路 ２ ３ と の 接 続 部 を 拡 大 し て 示 す 。
【 ０ ０ １ ２ 】
一 方 、 硬 質 管 路 体 ２ ２ の 第 ２ の 接 続 端 部 ２ ２ ｃ に は 、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル ２ １ と は 別 に
、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル 出 口 １ ８ か ら 体 液 や 汚 物 な ど を 吸 引 す る た め の 第 １ 吸 引 チ ュ ー ブ
２ ５ が チ ュ ー ブ 止 め ２ ４ を 介 し て 被 着 さ れ て い る 。 第 １ 吸 引 チ ュ ー ブ ２ ５ は 、 軟 質 管 路 ２
３ と 同 様 、 例 え ば フ ッ 素 樹 脂 等 の 合 成 樹 脂 材 料 に よ り 形 成 さ れ て い る 。 こ の 第 ２ 接 続 端 部
２ ２ ｃ と 第 １ 吸 引 チ ュ ー ブ ２ ５ の 内 面 と の 間 に も 、 段 差 が 生 じ な い よ う に 接 着 剤 ４ ０ が 充
填 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
操 作 部 １ ２ に は 、 体 腔 内 の 汚 物 を 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル 出 口 １ ８ か ら 吸 引 す る た め の 吸 引
ボ タ ン ３ ０ 及 び こ の 吸 引 ボ タ ン ３ ０ に 連 結 さ れ た 吸 引 シ リ ン ダ ２ ７ が 設 け ら れ て い る 。 図
５ に 示 さ れ る よ う に 吸 引 シ リ ン ダ ２ ７ に は 、 そ の 下 端 部 と 側 面 部 に そ れ ぞ れ 位 置 さ せ て 、
金 属 製 の 第 １ 、 第 ２ 中 継 硬 質 管 路 体 ２ ６ 、 ２ ８ が 固 定 さ れ て い る 。 第 １ 中 継 硬 質 管 路 体 ２
６ に は 上 記 第 １ 吸 引 チ ュ ー ブ ２ ５ の 他 端 部 が チ ュ ー ブ 止 め ２ ４ を 介 し て 被 着 さ れ 、 第 ２ 中
継 硬 質 管 路 体 ２ ８ に は 第 ２ 吸 引 チ ュ ー ブ ２ ９ の 一 端 部 が チ ュ ー ブ 止 め ２ ４ を 介 し て 被 着 さ
れ て い る 。 第 ２ 吸 引 チ ュ ー ブ ２ ９ は 、 操 作 部 １ ２ か ら ユ ニ バ ー サ ル チ ュ ー ブ １ ３ 及 び コ ネ
ク タ 部 １ ４ に 挿 通 さ れ 、 そ の 他 端 部 が コ ネ ク タ 部 １ ４ に 突 設 し た 吸 引 口 金 ３ １ に 連 通 し て
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い る 。 図 ６ に 示 す よ う に 吸 引 口 金 ３ １ の 下 端 部 に は 、 金 属 製 の 第 ３ 中 継 硬 質 管 路 体 ３ ２ が
固 定 さ れ て お り 、 こ の 第 ３ 中 継 硬 質 管 路 体 ３ ２ に 上 記 第 ２ 吸 引 チ ュ ー ブ ２ ９ の 他 端 部 が チ
ュ ー ブ 止 め ２ ４ を 介 し て 被 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
以 上 の 第 １ 中 継 硬 質 管 路 体 ２ ６ と 第 １ 吸 引 チ ュ ー ブ ２ ５ の 他 端 部 内 面 と の 間 、 第 ２ 中 継 硬
質 管 路 体 ２ ８ と 第 ２ 吸 引 チ ュ ー ブ ２ ９ の 一 端 部 内 面 と の 間 、 及 び 第 ３ 中 継 管 路 ３ ２ と 第 ２
吸 引 チ ュ ー ブ ２ ９ の 他 端 部 内 面 と の 間 に も そ れ ぞ れ 、 段 差 が 生 じ な い よ う に 接 着 剤 ４ ０ が
充 填 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 軟 質 管 路 ２ ３ 、 第 １ 吸 引 チ ュ ー ブ ２ ５ 、 第 １ 中 継 硬 質
管 路 体 ２ ６ 、 吸 引 シ リ ン ダ ２ ７ 、 第 ２ 中 継 硬 質 管 路 体 ２ ８ 、 第 ２ 吸 引 チ ュ ー ブ ２ ９ 及 び 第
３ 中 継 硬 質 管 路 体 ３ ２ に よ り 吸 引 管 路 が 構 成 さ れ て お り 、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル ２ １ の 一
部 は 吸 引 管 路 の 一 部 と し て も 機 能 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
以 上 の よ う に 本 実 施 形 態 で は 、 硬 質 管 路 体 ２ ２ （ ま た は 第 １ ～ 第 ３ 中 継 硬 質 管 路 体 ２ ６ 、
２ ８ 、 ３ ２ ） と 軟 質 管 路 ２ ３ （ ま た は 第 １ 、 第 ２ 吸 引 チ ュ ー ブ ２ ５ 、 ２ ９ ） と の 間 に 生 じ
る 段 差 を 接 着 剤 ４ ０ に よ り 解 消 し 、 該 硬 質 管 路 体 と 軟 質 管 路 を 滑 ら か に 接 続 さ れ て い る 。
こ の よ う に 段 差 が 解 消 さ れ れ ば 、 管 路 内 に 汚 物 が 溜 ま り に く く 、 ク リ ー ニ ン グ ブ ラ シ で よ
り 確 実 且 つ 容 易 に 洗 浄 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル ２ １ は 、 以 下 の 手 順 で 接 続 す る 。
先 ず 、 硬 質 管 路 体 ２ ２ と 軟 質 管 路 ２ ３ の 接 着 性 を 上 げ る た め 、 硬 質 管 路 体 ２ ２ の 第 １ 接 続
端 部 ２ ２ ｂ の 外 周 面 に プ ラ イ マ ー （ 下 塗 り 剤 ） を 塗 布 す る （ プ ラ イ マ ー 処 理 ） 。 次 に 、 軟
質 管 路 ２ ３ の 内 面 に 接 着 剤 ４ ０ を 塗 布 し 、 該 軟 質 管 路 ２ ３ を 第 １ 接 続 端 部 ２ ２ ｂ に 被 着 す
る 。 続 い て 、 軟 質 管 路 ２ ３ に チ ュ ー ブ 止 め ２ ４ を 被 着 し て 軟 質 管 路 ２ ３ を 固 定 し 、 接 着 剤
４ ０ が 硬 化 す る ま で 待 機 す る 。 そ し て 接 着 剤 ４ ０ が 硬 化 し た ら 、 硬 質 管 路 体 ２ ２ 及 び 軟 質
管 路 ２ ３ 内 に は み 出 し た 接 着 剤 を 研 磨 に よ り 除 去 し 、 硬 質 管 路 体 ２ ２ と 軟 質 管 路 ２ ３ と の
間 の 段 差 を 無 く す 。 以 上 に よ り 、 硬 質 管 路 体 ２ ２ と 軟 質 管 路 ２ ３ が 滑 ら か に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
吸 引 管 路 （ 硬 質 管 路 体 ２ ２ の 第 ２ 接 続 端 部 ２ ２ ｃ と 第 １ 吸 引 チ ュ ー ブ ２ ５ 、 第 １ 吸 引 チ ュ
ー ブ ２ ５ と 第 １ 中 継 硬 質 管 路 体 ２ ６ 、 第 ２ 中 継 硬 質 管 路 体 ２ ８ と 第 ２ 吸 引 チ ュ ー ブ ２ ９ 、
第 ２ 吸 引 チ ュ ー ブ ２ ９ と 第 ３ 中 継 硬 質 管 路 体 ３ ２ ） の 接 続 は 、 上 記 と 同 様 の 手 順 に よ り 行
な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
以 上 、 図 示 実 施 形 態 に 基 づ い て 本 発 明 を 説 明 し た が 、 本 発 明 は 図 示 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る
も の で は な い 。 例 え ば 本 発 明 は 、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル や 吸 引 管 路 以 外 に も 、 送 気 送 水 ノ
ズ ル に 連 通 す る 送 気 送 水 管 路 な ど 、 硬 質 管 路 体 と 軟 質 管 路 か ら な る 内 視 鏡 管 路 に 対 し て 適
用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 ク リ ー ニ ン グ ブ ラ シ で よ り 確 実 に 洗 浄 す る こ と が で き る 内
視 鏡 管 路 の 接 続 部 構 造 及 び 接 続 方 法 を 得 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 適 用 し た 内 視 鏡 の 全 体 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ｉ Ｉ 矢 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル の 接 続 部 構 造 を 示 す 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 第 １ 接 続 端 部 と 軟 質 管 路 の 接 続 部 を 拡 大 し て 示 す 拡 大 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 吸 引 管 路 （ 吸 引 シ リ ン ダ 付 近 ） の 接 続 部 構 造 を 示 す 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 吸 引 管 路 （ コ ネ ク タ 部 付 近 ） の 接 続 部 構 造 を 示 す 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 内 視 鏡
１ １ 　 挿 入 部
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１ ２ 　 操 作 部
１ ３ 　 ユ ニ バ ー サ ル チ ュ ー ブ
１ ４ 　 コ ネ ク タ 部
１ ５ 　 観 察 窓
１ ６ 　 照 明 窓
１ ７ 　 送 気 送 水 ノ ズ ル
１ ８ 　 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル 出 口
１ ９ 　 連 結 部
２ ０ 　 処 置 具 挿 入 口 突 起
２ １ 　 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル
２ ２ 　 硬 質 管 路 体
２ ２ ａ 　 入 口 側 端 部
２ ２ ｂ 　 第 １ 接 続 端 部
２ ２ ｃ 　 第 ２ 接 続 端 部
２ ３ 　 軟 質 管 路
２ ４ 　 チ ュ ー ブ 止 め
２ ５ 　 第 １ 吸 引 チ ュ ー ブ
２ ６ 　 第 １ 中 継 硬 質 管 路 体
２ ７ 　 吸 引 シ リ ン ダ
２ ８ 　 第 ２ 中 継 硬 質 管 路 体
２ ９ 　 第 ２ 吸 引 チ ュ ー ブ
３ ０ 　 吸 引 ボ タ ン
３ １ 　 吸 引 口 金
３ ２ 　 第 ３ 中 継 硬 質 管 路 体
４ ０ 　 接 着 剤
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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